
令和６年度第１回自立支援協議会テーマ別部会 

障がいのある方と防災について 議事要旨 

 

１．開催日時  令和６年９月 24日（火） 10時 30分～12時 

 

２．開催場所  まちづくり活動プラザ １階会議室 

 

３．出 席 者  （委員）＊団体名のみ記載 

  浦安市肢体不自由児・親の会「どっこらしょ」、浦安市聴覚障害者協会 

（福）浦安市社会福祉協議会、（福）敬心福祉会、（福）千楽、（福）佑啓会 （以上五十音順） 

障がい事業課 障がい福祉課 

（事務局）浦安市基幹相談支援センター 

 

４．議事次第 

 １．開会 

 ２．議題 

  （１）自己紹介 

  （２）プロジェクト構成についての説明と意見交換 

  （３）その他  

 ３．閉会 

 

５．配布資料 

  議題２資料１ 浦安市自立支援協議会について 

  議題２資料２ 委員名簿と役割（案） 

  議題２資料３ 浦安市障がい者福祉計画 抜粋資料 

 

６．議事要旨 

  事務局より、令和６年度の自立支援協議会、テーマ別部会の在り方やテーマについて説明。 

（１）自己紹介 

  各委員より自己紹介と浦安市における防災についての課題や事業所での取り組みなどについて 

発表。 

■主な意見 

 ・災害が発生した際は、社会福祉協議会で災害ボランティアセンターが開設されることが市との

協定で決まっており、ボランティアセンター立ち上げ訓練を毎年行っている。背景には東日本

大震災の経験があり、平時には周知啓発、ボランティアの養成、訓練、全国各地で立ち上がっ

た災害ボランティアセンターの応援や後方支援を行っている。社会福祉協議会だけで行うので

はなく、市民の方も一緒に活動できるようになることが課題と感じている。 

 ・障がいのある方への情報保障の面で、不安に感じている方が沢山いる。情報格差をなくすため

にどうすれば良いかという事は課題だと思う。 

  



・浦安市で、災害時に支援が必要な方のためのバンダナを製作したが、結ぶと背中側からしか情

報を見ることが出来ない。風にバンダナが煽られて見えないという事もあった。どこから見て

も、24時間わかるように配慮するため、ビブスのようなものに変更するという案もあるのでは

ないか。 

 ・通常の避難所と福祉避難所の違いが分かりにくい。 

 ・医療的ケアの必要な方は、電源確保や介護食の問題がある。 

 ・津波や水害などの場合、マンションに住んでいる方は上の階に避難すると言われているが、知

らない方の家に入ることは出来ない。上階がある福祉避難所の事についても話しあえると良い。 

 ・大きな災害があった時にどうしたら良いのかという問い合わせをもらったことがある。避難所

となる場所に備蓄があるという事は分かっているが、詳細については分からない。明らかにし

て、共通認識できると良い。 

 ・能登半島地震では、実際に福祉避難所を開設出来たところが少なかったとの情報もある。浦安

市で災害が起こった際に、同様の事がないように考えたい。 

 ・福祉では、災害が起こった際の個別避難計画があり、相談員に作成してもらっているが、あま

り作成が進んでいない。 

 ・浦安市では、福祉避難所が開設される前に通常の避難所が開設され、その後、必要に応じて福

祉避難所を開設するという流れになっていたが、現在も同様か。 

 ・個別避難計画の作成が始まった後、計画書に福祉避難所への避難が必要と記載されている方は、

最初から福祉避難所に避難できる流れが出来つつあるが、まだ確立はされていない。 

 ・避難所には、補聴器の電池も備蓄品として準備してもらいたい。他に、ホワイトボードや掲示

板、伝言板のような安否確認できるようなものがあると、障がいのある方だけでなく一般の方

にとっても安心できると思う。 

 

（２）プロジェクト構成についての説明と意見交換 

■説明（事務局） 

  事務局より、会議の目的とテーマ別部会のテーマ選定の背景、今後の会議の進め方について説

明。昨年実施した浦安市障がい者福祉センターの避難所開設訓練について委員より説明後、今

年度の訓練についての意見交換を行った。 

■主な意見 

 ・福祉避難所開設の際に、災害ボランティアが何が出来るのかという事を考えていきたい。 

 ・災害が起こった時間や時期によって対応や動きが変わってくるため、詳細な場面想定が必要と

思う。東日本大震災の際には、道路が機能せず、動くことが大変だった。そのような事も含め

て場面想定をおこなってもらいたい。 

 ・避難訓練は浦安市障がい者福祉センターが舞台であるが、隣の東野パティオと情報共有を行う

ことで、連携が出来るのではないか。 

 ・自家発電の容量など、設備面の状況も把握できるとよいと思う。 

・通常の避難所の方が、障がいのある方の対応の合理的配慮についての事例集が必要になるので

はないか。福祉避難所に限らず、一般の避難所にも障がいのある方は避難してくる。 


